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緒　　言

　アロエベラはユリ科の多年生植物であり，火傷や皮膚

創傷の治療，放射能による白血病の予防，抗腫瘍作用，

抗バクテリアや抗カビ作用，炎症防止作用，プロスタグ

ランジン合成阻害作用1），近年ではAIDSウイルス防

止2）などの観点から，現在でも生薬として利用されてい

るが，その薬効成分の解明はあまり進んでいない．そし

てゲル中に含まれている成分化合物もあまり明らかにさ

れていない．したがって，筆者らはアロエベラの葉肉部

分を凍結乾燥させ，種々の有機溶媒および含水有機溶媒

で含有成分の抽出を行い，その各種濃縮液をGC－MS法

によって検出される成分のマススペクトラムをコンピュー

ターソフトを用いて自動検索し，再度，その相同性を確

認した後，各種抽出液に含まれている化合物を同定して

いる．今回はn一ヘキサンおよびクロロホルム抽出濃縮液

の含有成分として以下の結果を得たので報告する．

実験方法と結果

　凍結乾燥したアロエベラ葉肉ゲル85gを試料として，

n．ヘキサン，ベンゼン，クロロホルム，アセトン，エタ

ノールおよび80％エタノールの各72の有機溶媒で，朝

比奈式改良抽出装置を用いて，順次成分抽出を20日間行っ

た（図1）．抽出液は濾過後，ロータリーエバボレーター

で減圧濃縮し，n一ヘキサンの場合には，得られた油状物

質（8．30g）をカラムクロマトグラフィで成分分離を試
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図1　アロエベラゲル成分抽出法

みたが，完全分離には至らず，再度，各溶出フラクショ

ンを二分画になるように加え合わせ，それぞれを濃縮し

てフラクション＃1（1．50g）とフラクション＃2

（5．16g）とした．フラクション＃1に関しては，すで

にアセトン成分分析と共に学会誌3）に報告済である．

したがって，フラクション＃2の油状物質0．1gを5並

のn一ヘキサンに溶かし，その1μgを注入部温度200℃，

インレット温度200℃，オーブン温度150℃から1℃／min

昇温，ヘリウムキャリアーガス流量2．1me／min，スプ

リット比30：1で30mxO．25㎜（i．d．），　FFS－ULBON

HR－1カラム（信和化工社製）装着のDX30GC－MS装

置（日本電子社製）注入し，EI法（70eV）で測定した．

クロロホルムの場合には，ベンゼン抽出の後にクロロホ

ルム72を用いて抽出を行い，濾過後，減圧濃縮し，褐

色の油状物質2．61gを得た．それを20rn4のクロロホルム

とエタノール（1：1）に溶解し，その1μgを上記の
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．Aloe　vera（L．）Burm。f．のゲル中の有用な有機化合物の検索

GC－MS装置に同様の条件下で注入した．得られたトー

タルイオンクロマトグラム（TIC）を図2および図3に

示す。図2において，鋭く高いピークはすべてn一アル

カン類で，その成分はC、3～CSiから成り，っいで，そ

の間に挟まれて位置する比較的鋭いピークはイソアルカ

ン類であった．その他，それらのピークの横に位置する

アルケン類が2種，シクロヘキシルアルカン類が10種，

アルキルベンゼン類が20種，アルキルナフタレン類が3

種，アルキルフェナンスレン類が1種，テルペン類が5

種およ・ぴステロイド類が1種を同定することができた．

表2．n一ヘキサン抽出液中のイソアルカン類
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3。methylhexadecane

3一回ethylheptadecane

2，6，10。14－tetramethylpentadecane
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表1．n一ヘキサン抽出液中のアルカン類 表3．n一ヘキサン抽出液中のアルケン類

Scan　No　　　　Mo1．Wt．　　　Mol．Fermula Name　of　Compound
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表4．n一ヘキサン抽出液中のアルキルシクロヘキサン類
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表5．n一ヘキサン抽出液中のアルキルベンゼン類
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　図3においては，最も高く鋭いピークはフタル酸ジェ

ステルで，この系統の化合物は他に1種（scan＃1308）

が検出された．っいで鋭く高い1本のピークはジフェニ

ル誘導体であり，一連の中位のピークは14種類のn一アル

カン類でC13～C31と2種類の脂肪酸から成る．その間

にはさまれて位置する比較的鋭いピークはシクロヘキシ

ルアルカン類が6種，その他1種類ずっのフェノール，

ベンゾチアゾールおよびベンゾチアゾロン，アルキルベ

ンゼン，ナフタレンおよびテトラヒドロナフタレン誘導

体などで，最後のピーク（scan＃6846）にステロイド

を同定することができた．

　　　表10．クロロホルム抽出液中のアルカン類

Scan　No　　　　Mo1．胃t．　　　鯛01．Forロuja Name　of　Cornpound

表6．n一ヘキサン抽出液中のフナタレン類
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表11．クロロ．ホルム抽出液中のイソアルカン類

表8．n一ヘキサン抽出液中のテルペン類
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表12． クロロホルム抽出液中のアルケン類 表17． クロロホルム抽出液中のチオフェン類
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表18． クロロホルム抽出液中のフェナ ンスレン

749 178 C且4H監。 phenanthrene

表19． クロロホルム抽出液中のフタル酸エステル

表13． クロロホルム抽出液中のアルキルシクロヘキサン類

396

499

568

805

965

897

210

224

224

238

266

252

ClsH30

CieHs：

C！eH32

CtIH34

CieH3s

Ct5Ha403

nonylcyc1Dhexane

2－cyclohexyldecane

decylcyclohexane

undecylcyclohexane

1－dodecyl。4－methylcyclohexane

t－butyl－2－［2一旧ethylerle－4－ethoxycyclohex．3

－enyllacetate

1－methyl－4－（1－methylundecyl）cyciohexane

l－methy1－4－〔1一田ethyldodecy豆）cyclohexane

2－cyclohexyldodecane

tridecy互cyclohexane

2－cyclohexyltetradecane

1308

1320

3849

278

278

390

CIeH2：02

C匹6H2203

C24HssOl

bis（2．nethylpropyl｝phthalate

dibutylphthalate

dioctylphthalate

表20． クロロホルム抽出液中の脂肪酸類
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表14． クロロホルム抽出液中のアルキルベンゼン

およびベンゼン誘導体
表21． クロロホルム抽出液中のステロイド
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表22． クロロホルム抽出液中のその他の化合物

表15． クロロホルム抽出液中のナフタレン類
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表16。 クロロホルム抽出液中のベンゾチアゾール類
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考　　察

　アロエベラ葉肉中のゲルには圧倒的にn一アルカン類が

多く含まれており，どの抽出液にも多量に含まれており，

これを摂取すると肌が滑らかになると共に，流動パラフィ

ンを与えたラットやウサギが低血糖症（hypoglycem－

ia）を示した4）ことから，ヒトにもこのような効果が期

待できる．n一ヘキサン抽出では，アルキルベンゼン類が

比較的多種類抽出され，この化合物は繊毛を持った原生

動物の細胞膜を溶解させる作用を有している5）が，ベン

ゼン核がスルホン化されれば界面活性剤となることは明

らかである．テルペン類のイソロンジフォレンとバクテ

リア由来のカロゲンとして知られている4種類のホパン

類，植物性ステロイドのスティグマスタンが同定された．

　クロロホルム抽出では，n一ヘキサン抽出成分中に含ま

れていたのと同様のn一アルカン類やアルキルシクロヘキ

サン類が多く検出されたが，後者の生理活性はn一ヘキサ

ン類と同様のものであろうと推察している．その他，同

定できた化合物の中でベンゾチアゾ白ンはドパミンアゴ

ニストとして作用する6）がベンゾチアゾールの作用はマ

ウスに対する毒性以外はよく解っていない．

　また1996年に米国テキサス州の応用研究センターとメ

ディカルセンター病院でアロエベラ葉肉ゲルジュースを

200人に投与した結果，過剰体脂肪の顕著な減少，筋肉

組織の維持と増強，LDLコレステロールの顕著な減少

および過食欲求のコントロールなどに効果があったこと

が報告7）されているが，このようなヒトの健康に対する

補助食品としての効果には注目すべきものがある．

　クロロホルム抽出成分申の化合物の細部にわたる同定

および他の溶媒による抽出成分の同定は現在も引き続き

行っており，今後，上記の効果をもたらす新たな化合物

の同定が期待される．

要　　約

　凍結乾燥したアロエベラ葉肉ゲル中に含まれている成

分をn一ヘキサンおよびクロロホルムで抽出し，ガス・質

量分析装置で分析した結果，どちらの抽出でもアルカン

類，イソアルカン類，アルケン類，アルキルシクロヘキ

サン類，アルキルベンゼン類ナフタレン類，フェナン

スレン類およびステロイド類が検出された．その他n一ヘ

キサン抽出ではテルペン類，クロロホルム抽出ではベン

ゾチアゾール類，チオフェン類，フタル酸エステル類お

よびその他の化合物が同定された．我々の健康にどの化

合物がどのように役立っているかは今後の検討課題であ

る．

　上記のn一ヘキサン抽出成分に関する研究は平成8年6

月第48回日本家政学会で発表されたものに基づいている．

また本研究は平成5年度東京家政大学特別研究費によっ

て行われた．ここに関係者各位に深謝いたします．
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